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は じ め に 

 

 

 本町では、平成１６年６月に「野木町生涯学習まちづくり推進計画」

を策定し、今日まで改訂しながら、生涯学習によるまちづくりの実現

に向けて様々な施策を実施してまいりました。 

現代社会において、急速な少子高齢化、情報化、国際化の進展など

により、人々の価値観や生活様式が多様化し、地域社会が抱える課題

も複雑化しており、これらの事象に対応した生涯学習を進めていか

なければなりません。そのため前計画の検証をし、町民の皆様へのア

ンケート調査結果を踏まえた上で、社会や町の状況の変化に対応す

べく、「野木町生涯学習まちづくり推進計画」の改訂を行いました。 

 本町では、この計画に基づき町民の皆様の生涯学習活動への参加支援や現代社会の諸問題に対応

した多様な学習機会の充実に取り組んでまいります。特に、今回の計画においては、３つの基本目

標を設定させていただき、町民一人ひとり「生きがい」をもち、心豊かに生活を送れることを目指

し、さらには町民の皆様と協働によるまちづくりを進めていきたいと考えておりますので、皆様の

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 結びに、この計画の改訂にあたりまして、貴重なご意見を賜りました野木町生涯学習まちづくり

推進協議会の委員の皆様をはじめ、アンケート調査にご協力いただきました多くの町民の皆様に心

から感謝を申し上げます。小さくてもキラリと光るまち・野木町となるために、本計画が生かされ、

生涯学習活動を推進されますことを心よりお祈りいたします。 

 

 

令和８年３月 

 

野木町生涯学習まちづくり推進本部長  

野木町長 真瀬 宏子  
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第１章 計画の策定にあたって 
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第１節 計画策定の趣旨 

生涯学習とは、生活の向上、職業上の能力向上や自己の充実を目指し、一人ひとりが自発的意思に基

づいて行うことを基本とするものであり、必要に応じ、可能な限り自己に適した手段や方法を自ら選び

ながら、生涯を通じて行う学習のことです。生涯学習は、個人の自己成長や生活の質の向上を支えるだ

けでなく、多様な人々が互いに尊重し合い、包摂的で持続可能な地域社会を形成するうえでも重要な取

組であり、ＳＤＧｓの理念にも通じるものです。その実現には、住民一人ひとりがいつでも、どこでも、

自由に学ぶことができる環境の整備と、多様な学習機会の提供が不可欠です。 

現代社会は、急速な少子高齢化、情報化、国際化の進展などにより、人々の価値観や生活様式が多様

化し、地域社会が抱える課題も複雑化しています。このような状況の中で、町民の学習ニーズや意識も

多様化・高度化しており、持続可能な地域の未来を創るためには、誰一人取り残さない学びの機会の提

供や、多様な主体が協働して地域課題の解決に取り組む学習環境の充実が求められています。 

こうした状況を踏まえ、町民一人ひとりが生きがいに満ちた豊かな人生を送るため、主体的な学びを

通して自己実現を図るとともに、地域社会の一員として参画し、共に持続可能なまちづくりを推進する

ことが求められています。 

 

野木町（以下、「本町」という。）では、令和３年３月に「第４期野木町生涯学習まちづくり推進計画」

（以下、「前計画」という。）を策定し、生涯学習推進事業を町民との協働によるまちづくりに必要な事

業として発展させることが重要であると考え、様々な生涯学習の推進に取り組んできました。 

この前計画の計画期間が令和７年度をもって終了することから、令和８年度を初年度とする「第５期

野木町生涯学習まちづくり推進計画」（以下、「本計画」という。）を策定するものです。 

 

本計画は、これまでの本町の取組や社会環境の変化、そしてＳＤＧｓに示される「持続可能で誰一人

取り残さない社会の実現」に向けた理念を踏まえ、生涯学習に関する事業を総合的・計画的に推進する

ための新たな指針とします。 
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第２節 国・県における生涯学習の動向 

（１）国の動向 

国は、平成 18年度の教育基本法改正により、生涯学習の理念を明確に位置づけ、「「国民一人一人が、

自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、生涯にわたってあらゆる機会・場所で学習

し、その成果を生かすことができる社会の実現」としました。 

これを受けて、平成 20 年度には「教育振興基本計画」が策定され、現在は第４期計画（令和５年度

改定）として運用しています。この中で、生涯学習分野は「生涯学び、活躍できる環境整備」として明

確に位置づけられ、生涯学習を社会人の学び直しや趣味・教養のみならず、女性・高齢者・文化芸術等

様々な層と分野での学びの機会を切れ目なくつなぎ、成果を可視化して生かす社会を目指すこととし

ています。 

また、令和元年度には、第９次地方分権一括法が制定され、博物館・図書館・公民館といった社会教

育施設の所管を教育委員会から首長部局へ移管することが可能となり、これにより、生涯学習の取組

と、まちづくり、福祉、産業など他分野との連携が進み、地域の実情に即した柔軟な学習環境の整備が

一層期待されるようになりました。 

 

 

（２）栃木県の動向 

栃木県は、生涯学習振興を計画的に推進するため、平成４年度から平成 17年度まで３期にわたる

生涯学習推進計画（中期計画）を策定しました。その後、平成 18 年度から平成 22 年度までは単年度

の生涯学習推進計画を策定、さらに平成 23年度以降、５か年計画として生涯学習計画を策定し、取

組を推進してきました。 

そして、令和２年度には、「学び、つながり、活躍できる人づくり」を目標に掲げ、生涯学習の推

進に取り組む上での基本指針である「栃木県生涯学習推進計画（六期計画）～とちぎ学び輝きプラン

～」を策定しました。 

また、令和７年度には、令和８年度を初年度とする「栃木県生涯学習推進計画（七期計画）」を策

定しています。 
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第３節 計画の位置づけ 

本計画は、「第９次野木町総合計画」を上位計画とし、生涯学習活動を推進するための計画です。 

また、国や県の計画及び本町の関連計画、野木町教育大綱と整合・連携を持たせた計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第９次野木町総合計画

（令和８年度～令和17年度）

第５期野木町生涯学習まちづくり推進計画
（令和８年度～令和12年度）

＜ 関連計画 ＞

・野木町読書活動推進計画（第二期）
・第３期野木町子ども・子育て支援
事業計画

・野木町高齢者福祉計画・第９期介
護保険事業計画

等

整合

野木町教育大綱

【国】
文部科学省中央教育審議会

生涯学習分科会等の考え

【県】
栃木県生涯学習推進計画七期計画

＜ 国や県の考え方 ＞

参酌
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第４節 計画の方向性 

本計画は、「第９次野木町総合計画」の基本構想に掲げられたまちづくりを実現するために、町民の

主体的な学習活動のあり方や、学習活動への支援についてまとめたものです。 

 

 

 

第５節 計画の期間 

本計画の期間は、令和８年度から令和 12 年度までの５年間とします。 

ただし、社会情勢の変化や計画の進捗状況等により、必要に応じて見直しを行います。 

 

令和 

3 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

          

 

  

第８次野木町総合計画（後期基本計画） 
平成 28 年度～ 

第４期野木町生涯学習まちづくり推進計画 

計画 

策定 

第５期野木町生涯学習まちづくり推進計画 

第９次野木町総合計画（前期基本計画） 
～令和 17 年度 

野木町教育大綱 

計画 

策定 
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第６節 計画の策定体制 

本計画の策定にあたっては、町民の生涯学習に関する意見等を反映させるため、「生涯学習に関する

意識調査」を実施しました。 

また、計画の施策の基本方針策定に関することを検討するため、全庁的な組織として「生涯学習まち

づくり推進本部」を設置しました。さらに、公民館分館の代表、生涯学習団体の代表及び生涯学習を実

践している町民からなる「生涯学習まちづくり推進協議会」を設置し、生涯学習まちづくり推進本部長

である町長が諮問を行いました。協議会では諮問に対する答申を行い、意見を計画に反映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習まちづくり推進本部 生涯学習まちづくり推進協議会
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各課（局）長
生涯学習に関する事業等に
ついて生涯学習係へ報告

アンケート調査
町民の生涯学習に関する
意識や実態の調査



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 本町の現状 
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第１節 本町の状況 

（１）人口の推移 

本町の人口は、減少傾向となっており、令和６年と令和元年を比較すると 743 人減少し 24,295 人と

なっています。また、人口推計をみると、今後も減少傾向が続き、令和 32年には 20,364 人になると推

計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：野木町総合計画 

 

 

（２）年齢構成の推移 

本町の年齢構成は、高齢者人口率が増加傾向となっており、令和６年は 35.1％となっています。一

方で、生産年齢人口率は減少傾向となっており、令和６年は 54.3％となっています。 

また、人口推計をみると、令和 32年には、高齢者人口率が 36.5％、生産年齢人口率が 49.8％になる

と推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：野木町総合計画  

25,038 24,913 24,730 24,541 24,408 24,295
23,649

22,879
22,018

21,171
20,364

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

（人）
推計推移

11.7% 11.7% 11.6% 11.3% 11.0% 10.6% 10.7% 11.4% 12.3% 13.2% 13.7%

56.8% 55.8% 55.0% 54.6% 54.3% 54.3% 54.0% 53.8% 52.0% 50.6% 49.8%

31.5% 32.5% 33.5% 34.1% 34.7% 35.1% 35.3% 34.8% 35.7% 36.2% 36.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

年少人口率

（0～14歳）

生産年齢人口率

（15歳～64歳）

高齢者人口率

（65歳以上）

推移 推計
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（３）町の世帯数と１世帯あたり人員 

本町の世帯数は、令和元年からの推移をみると、令和元年の 10,665 世帯に比べ、令和６年は 497

世帯増の 11,162 世帯と年々増加傾向にあります。しかし、１世帯あたり人員は、核家族世帯と単独

世帯の増加により年々減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）人口動態 

本町の人口動態を自然動態（出生-死亡）と社会動態（転入-転出）に分けてみると、自然動態は、

毎年減少が大きく、社会動態は、令和３年に減少となりましたが、これ以降では増加となっていま

す。自然動態のマイナスが大きいため、人口増加数はマイナスになる状態が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

区分 出生数 死亡数 
自然動態

(A) 
転入数 転出数 

社会動態

(B) 

人口増加

(A)＋(B) 

令和 2 年 118 187 -69 983 975 8 -61 

令和 3 年 109 237 -128 752 799 -47 -175 

令和 4 年 85 266 -181 1,006 979 27 -154 

令和 5 年 103 279 -176 1,161 1,125 36 -140 

令和 6 年 76 252 -176 998 933 65 -111 

※出典：栃木県毎月人口調査（各年 10 月１日現在） 

※出典：住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 

10,665 10,773 10,831 10,909 11,017 11,162 

2.40 
2.37 

2.34 
2.31 

2.27 
2.23 

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

0

5,000

10,000

15,000

20,000

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

（人）（世帯）

世帯数 1世帯あたり人員

-61

-175
-154

-140

-111

-200

-160

-120

-80

-40

0

40

80

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

（人）

自然動態（A) 社会動態（B） 人口増加（A）＋（B）
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（５）産業の状況 

本町の産業の状況は、６割以上の方が第三次産業となっており、第二次産業は約３割となっていま

す。 

また、産業分類別では、製造業が最も多く 26.3％となっており、続いては、卸売・小売業の 14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第一次産業

4.4%

第二次産業

32.3%

第三次産業

61.7%

その他

1.2%

※出典：国勢調査（令和２年） 

従事者数（人）

11,644 100% 100.0%

508 4.4%

1 0.0%

－ －

4 0.0%

698 6.0%

3,064 26.3%

53 0.5%

267 2.3%

724 6.2%

1,626 14.0%

197 1.7%

138 1.2%

392 3.4%

420 3.6%

361 3.1%

494 4.2%

1,345 11.6%

86 0.7%

672 5.8%

405 3.5%

189 1.6% 1.6%

卸売業、小売業

運輸業、郵便業

複合サービス事業

医療、福祉

教育、学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

金融業、保険業

61.7%

情報通信業

電気・ガス、熱供給、水道業

第
一
次
産
業
第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

分類不能の産業

鉱業

32.3%

宿泊業、飲食サービス業

学術研究、専門・技術サービス業

不動産業、物品賃貸業

製造業

建設業

公務

その他のサービス業

産業分類 構成比

漁業

林業

農業

総数

4.4%
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第２節 生涯学習に関するアンケート調査結果及び結果の概要 

（１）目的 

「野木町生涯学習まちづくり推進計画」を策定するにあたり、町民の皆様のご意見を参考とさせてい

ただくため、アンケート調査を実施しました。 

 

 

（２）調査期間 

令和７年８月 20 日（水）～ 令和７年９月５日（金） 

 

 

（３）調査対象者 

町内に在住で、16歳以上の方の中から、無作為に抽出し、2,400 名に調査票を郵送いたしました。 

 

 

（４）配布数及び回収数 

項目 配布数 有効回収数 有効回収率 

アンケート調査 2,400 件 

888 件 

(郵送 580 件) 

(WEB 308 件) 

37.0％ 

(郵送 24.2％) 

(WEB 12.8％) 

 

 

（５）調査結果概要 

【性別について】 

性別については、「女性」が 54.1％で、「男性」が 42.7％、「答えたくない」が 1.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

42.7%
女性

54.1%

答えたくない

1.4%

無回答

1.9%

n=888 
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【年齢について】 

年齢については、「70～79 歳」が 24.0％と最も多く、次いで「60～69 歳」が 21.4％、「50～59

歳」が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習や活動をすることの必要性について】 

日ごろ学習や活動をすることの必要性を感じているかについては、「どちらかといえば感じてい

る」が 58.0％と最も多く、次いで「強く感じている」が 26.8％、「どちらかといえば感じていな

い」が 8.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8%

8.0%

10.2%

12.2%

14.4%

21.4%

24.0%

6.6%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答 n=888 

26.8%

58.0%

8.6%

1.7%

3.7%

1.2%

24.7%

58.0%

9.3%

1.5%

5.6%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

強く感じている

どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない

全く感じていない

わからない

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)
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【学校以外で学習活動への参加について】 

学校以外で学習活動に参加したことがあるかについては、「趣味・けいこごとに関すること（音

楽、絵画、手芸、茶道、園芸など）」が 36.1％と最も多く、次いで「健康や体力づくりに関するこ

と（レクリエーション、スポーツなど）」が 34.0％、「特に参加した学習活動はない」が 30.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.1%

9.7%

11.8%

8.9%

12.2%

34.0%

3.6%

15.7%

10.2%

3.8%

11.4%

7.2%

4.5%

4.6%

30.3%

1.0%

4.3%

41.8%

10.4%

12.2%

10.4%

15.2%

37.2%

4.3%

14.8%

8.8%

3.0%

11.0%

7.8%

5.2%

5.6%

27.5%

1.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

趣味・けいこごとに関すること（音楽、絵画、手芸、茶道、園芸など）

一般教養に関すること（歴史、政治、経済、文学など）

家庭生活に関すること（食生活、育児、家計など）

今日の社会問題に関すること（人権、福祉、環境、教育など）

安全や防災に関すること（交通安全、地震対策など）

健康や体力づくりに関すること（レクリエーション、スポーツなど）

心理学やカウンセリングに関すること（人間関係、ストレスなど）

職業や資格に関すること（簿記、経理など）

語学に関すること（英会話、中国語など）

国際理解・国際交流に関すること

情報化に関すること（パソコン、インターネットなど）

まちづくり、地域づくりに関連すること

野木町の産業・文化・歴史などに関連すること

指導者やリーダー養成に関すること

特に参加した学習活動はない

その他

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)

【課 題】 

８割以上の方が、日ごろ学習や活動をする必要性を感じていますが、学校以外での学習活動には、

３割以上の方が参加した学習活動はないと回答しています。このことから、生涯学習の啓発や、学

習活動に参加するきっかけが得やすい環境づくりが必要です。 
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※前問で「趣味・けいこごとに関すること（音楽、絵画、手芸、茶道、園芸など）」～「指導者やリー

ダー養成に関すること」のいずれかに〇をつけた方 

【学習活動をした機会について】 

どのような機会で学習活動を行ったかについては、「公民館の講座や教室」が 33.6％と最も多

く、次いで「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が 32.2％、「自宅で活動（本や

雑誌・インターネット等による自主的な学び）」が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習活動の頻度について】 

学習活動をどのくらいの頻度で行っていたかについては、「週に１～２日」が 33.3％と最も多く、

次いで「月に１～３日」が 25.0％、「年に数日」が 20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=583 

33.6%

8.2%

12.9%

8.2%

26.1%

8.1%

32.2%

31.9%

12.2%

6.9%

2.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

公民館の講座や教室

図書館の講座や教室

国・県等の講座や教室

学校（大学、各種学校等）の公開講座など

カルチャーセンターやスポーツクラブなど民間の講座や教室

民間の通信教育

同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動

自宅で活動（本や雑誌・インターネット等による自主的な学び）

ラジオやテレビ

その他

無回答

6.5%

12.3%

33.3%

25.0%

20.1%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40%

ほとんど毎日

週に３～５日

週に１～２日

月に１～３日

年に数日

無回答 n=583 
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※前問で「特に参加した学習活動はない」と答えた方 

【学習活動に参加していない理由について】 

学習活動に参加していない理由については、「きっかけがつかめない」が 37.5％と最も多く、次い

で「仕事や家事が忙しくて時間がとれない」が 36.8％、「特に必要性を感じない」が 26.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.8%

6.3%

18.6%

20.1%

14.9%

12.3%

18.6%

0.4%

37.5%

11.2%

26.4%

3.3%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や家事が忙しくて時間がとれない

子どもや親などの世話をしてくれる人がいない

費用がかかる

必要な情報（内容、時間、場所、費用）がなかなか入手できない

一緒に学習や活動をする仲間がいない

身近なところに施設や場所がない

自分の希望や実施時期・時間が合わない

家族や職場など周囲の理解が得られない

きっかけがつかめない

学習活動は好きではなく、面倒である

特に必要性を感じない

その他

無回答n=269 

【課 題】 

学習活動を行う機会は、「公民館の講座や教室」、「同好者が自主的に行っている集まりやサーク

ル活動」など身近な地域で活動する傾向がありますが、「自宅で活動（本や雑誌・インターネット

等による自主的な学び）」する傾向もうかがえます。一方で、「図書館の講座や教室」、「学校（大学・

各種学校等）の公開講座など」の回答は少なくなっており、多様な学びの機会の提供のためには、

学習の機会の内容を充実させていくことが必要です。 

また、学習活動に参加していない理由は、「きっかけがつかめない」や「仕事や家事が忙しくて

時間がとれない」という回答が多くなっており、いずれも３割を超えています。幅広く学習や活動

ができるよう学習活動内容や活動日等について周知・啓発を徹底していくことが必要です。 
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【学習や活動に関する情報源について】 

学習や活動に関する情報をどこから得ているかについては、「町の広報紙」が 61.6％と最も多く、

次いで「家族や友人・知人」が 38.3％、「インターネットやＳＮＳ（Ｘ（旧 Twitter）、Instagram、

TikTok など）」が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習や活動を行う場合の町からの情報について】 

学習や活動を行う場合、町からの情報は十分かについては、「だいたい得られている」が 47.2％と

最も多く、次いで「わからない」が 19.5％、「やや不足している」が 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.3%

17.3%

61.6%

4.6%

30.3%

11.6%

5.7%

6.4%

8.1%

24.9%

11.9%

9.1%

3.5%

0.3%

2.0%

40.2%

18.6%

64.1%

8.9%

28.3%

12.8%

6.2%

8.0%

8.7%

28.1%

14.1%

8.6%

4.2%

0.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や友人・知人

新聞・雑誌

町の広報紙

生涯学習ガイドブック

インターネットやＳＮＳ

（Ｘ（旧Twitter）、Instagram、TikTokなど）

テレビ・ラジオ

民間の情報誌

学校・職場

サークル・グループ・クラブ

自治会等の回覧

チラシ・ポスター

特に情報は得ていない

役場等に掲示されているお知らせ

その他

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)

【課 題】 

6.1%

47.2%

15.9%

8.8%

19.5%

2.6%

6.5%

47.0%

12.4%

8.1%

23.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分得られている

だいたい得られている

やや不足している

かなり不足している

わからない

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)

生涯学習に関する情報源は、「町の広報紙」が最も多く、次いで「家族や友人・知人」、「インターネ

ットやＳＮＳ（Ｘ（旧 Twitter）、Instagram、TikTok など）」となっており、５割以上の方が情報

は得られていると回答しています。今後もさらに広報紙の充実を図り、ＳＮＳ等を活用した積極的

な情報提供をしていくことが必要です。 
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【学習活動をしたり、イベントに参加したりするのに都合がよい曜日と時間帯について】 

学習をしたり、イベントに参加したりするとしたら、何曜日のどの時間帯がいいかについては、

「平日の午前（正午ごろまで）」が 27.0％と最も多く、次いで「土曜日の午前（正午ごろまで）」が

23.0％、「日曜日、休日の午前（正午ごろまで）」が 22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.0%

13.1%

10.9%

23.0%

18.0%

11.1%

22.2%

14.9%

7.5%

14.8%

9.7%

3.5%

27.3%

13.3%

11.5%

23.4%

21.2%

11.5%

22.0%

15.8%

6.4%

14.5%

9.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40%

平日の午前（正午ごろまで）

平日の午後（午後６時ごろまで）

平日の夕方、夜間（午後６時ごろから）

土曜日の午前（正午ごろまで）

土曜日の午後（午後６時ごろまで）

土曜日の夕方、夜間（午後６時ごろから）

日曜日、休日の午前（正午ごろまで）

日曜日、休日の午後（午後６時ごろまで）

日曜日、休日の夕方、夜間（午後６時ごろから）

原則として、いつでもよい

学習活動やイベントには興味がない

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)

【課 題】 

生涯学習やイベントへの参加については、「平日の午前（正午ごろまで）」という回答が最も多く、

次いで「土曜日の午前（正午ごろまで）」、「日曜日、休日の午前（正午ごろまで）」となっており、

「午前中」が生涯学習やイベントに参加するのに都合がいい傾向があります。今後の生涯学習活動

やイベントの開催については、こうした町民のニーズや社会情勢等を鑑み実施を検討していくこと

が必要です。 
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【各学習内容の関心度について】 

次のような学習内容について、どれくらい関心があるかについては、「ぜひ学びたい」では、「①趣

味・けいこごとに関すること（音楽、絵画、手芸、茶道、園芸など）」が 19.6％、「⑥健康や体力づ

くりに関すること（レクリエーション、スポーツなど）」が 18.1％、「⑤安全や防災に関すること（交

通安全、地震対策など）」が 15.0％となっています。 

「どちらかと言えば学びたい」では、「⑤安全や防災に関すること（交通安全、地震対策など）」が

48.6％、「⑥健康や体力づくりに関すること（レクリエーション、スポーツなど）」が 45.4％「①趣

味・けいこごとに関すること（音楽、絵画、手芸、茶道、園芸など）」が 40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.6%

17.9%

10.8%

8.2%

12.2%

10.2%

8.2%

7.4%

15.0%

15.5%

18.1%

19.7%

10.6%

13.0%

9.9%

10.0%

10.9%

12.2%

6.4%

6.0%

14.5%

12.9%

6.5%

4.5%

4.6%

4.6%

3.0%

3.0%

40.0%

42.7%

34.2%

32.9%

36.5%

37.1%

39.9%

37.5%

48.6%

48.8%

45.4%

44.6%

32.3%

29.0%

21.7%

21.0%

27.9%

24.6%

23.6%

23.3%

39.1%

39.7%

34.9%

35.2%

32.1%

32.6%

13.1%

15.7%

30.2%

30.7%

42.9%

46.8%

38.7%

39.6%

38.5%

41.8%

24.7%

24.0%

27.5%

26.5%

43.9%

45.1%

55.2%

55.3%

48.6%

50.1%

56.4%

56.7%

34.1%

34.8%

45.5%

46.4%

49.8%

49.7%

69.3%

67.4%

10.2%

8.7%

12.0%

12.1%

12.6%

13.1%

13.4%

13.3%

11.7%

11.8%

9.0%

9.2%

13.2%

12.9%

13.2%

13.7%

12.5%

13.2%

13.5%

14.0%

12.3%

12.6%

13.1%

13.9%

13.5%

13.2%

14.6%

13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【①趣味・けいこごとに関すること(音楽、絵画、手芸、茶道、園芸など)】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【②一般教養に関すること（歴史、政治、経済、文学など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【③家庭生活に関すること（食生活、育児、家計など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【④今日の社会問題に関すること（人権、福祉、環境、教育など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑤安全や防災に関すること（交通安全、地震対策など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑥健康や体力づくりに関すること（レクリエーション、スポーツなど）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑦心理学やカウンセリングに関すること（人間関係、ストレスなど）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑧職業や資格に関すること（簿記、経理など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑨語学に関すること（英会話、中国語など）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑩国際理解・国際交流に関すること】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑪情報化に関すること（パソコン、インターネットなど）】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑫まちづくり・地域づくりに関連すること】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑬野木町の産業・文化・歴史などに関連すること】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

【⑭指導者やリーダー養成に関すること】

令和7年（n=888）

令和2年(n＝1,148)

ぜひ学びたい どちらかと言えば学びたい 特に興味はない 無回答

【課 題】 

学習内容の関心度について、学びたい内容としては、「趣味・けいこごとに関すること（音楽、絵

画、手芸、茶道、園芸など）」が最も多く、次いで「健康や体力づくりに関すること（レクリエー

ション、スポーツなど）」、「安全や防災に関すること（交通安全、地震対策など）」も多くなってい

ます。様々な生涯学習内容を検討し、広く町民へ提供していくことが必要です。 
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【希望する学習の機会について】 

今後どのような形の学習の機会を希望するかについては、「ひとりで、テレビ・ビデオやパソコン・

インターネットなどを使った学習をしたい」が 37.8％と最も多く、次いで、「見学会や体験学習など、

自分自身が参加できる学習をしたい」が 36.6％、「講演や講義を聴きたい」が 35.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.6%

26.7%

37.8%

36.6%

6.8%

14.2%

5.1%

8.3%

14.2%

0.7%

4.3%

36.4%

20.3%

28.8%

37.9%

6.5%

13.2%

5.7%

8.7%

15.0%

1.5%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

講演や講義を聴きたい

ひとりで本や雑誌などを利用した学習をしたい

ひとりで、テレビ・ビデオやパソコン・インターネットなどを使った学習をしたい

見学会や体験学習など、自分自身が参加できる学習をしたい

少人数で、話し合いや討論を中心とした学習をしたい

講師と参加者、参加者同士の交流の機会がほしい

自分の作品や活動の成果を、表現・発揮できるような機会がほしい

学習した成果を、ボランティア活動などで社会還元できるような機会がほしい

学習には関心がない

その他

無回答

今回(n＝888)

前回(n＝1,148)

【課 題】 

町民が今後どのような形の学習の機会を希望するかについては、「ひとりで、テレビ・ビデオやパ

ソコン・インターネットなどを使った学習をしたい」が最も多く、次いで「見学会や体験学習など、

自分自身が参加できる学習をしたい」が多くなっています。町民が主体的に学習の機会へ参加する

ことは非常に重要です。希望する生涯学習の機会が提供できるよう生涯学習の環境づくりが必要で

す。 
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【今後生涯学習を進めていくうえで力をいれていくべき分野について】 

今後生涯学習を進めていく上で、特にどの分野に力を入れていくべきだと思うかについては、「健

康に関すること」が 51.2％と最も多く、次いで、「防災・安全活動に関すること」が 41.8％、「福祉・

障がいに関すること」が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.3%

24.4%

25.0%

22.7%

28.6%

51.2%

22.0%

18.2%

41.8%

20.8%

14.1%

4.6%

1.8%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼児教育

青少年教育

家庭教育

芸術・文化に関すること

福祉・障がいに関すること

健康に関すること

スポーツに関すること

社会問題・国際交流

防災・安全活動に関すること

情報化に関すること

コミュニティ育成

リーダー・グループ養成

その他

無回答

【課 題】 

今後生涯学習を進めていく上で、特にどの分野に力を入れていくべきだと思う内容については、

「健康に関すること」が最も多く、次いで、「防災・安全活動に関すること」が多くなっています。

生活の質に直結するテーマや、防災知識の習得や安全対策に関する講座への需要が大きいことがう

かがえることから、生涯学習の取組として、生活に密接に関わる分野を重点的に強化することが必

要です。 

n=888 



 

24 

 

【町が学習やスポーツ、ボランティア活動などを勧めていくための支援策について】 

これから町が学習やスポーツ、ボランティア活動などを勧めていくための支援策として、どのよ

うなサービスを充実させるとよいかについては、「野木町で行われている講座の情報や、野木町の

中にある施設などを充実してほしい」が 34.9％と最も多く、次いで「野木町に限らず、近隣の市町

などの情報を提供してほしい」が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.9%

33.8%

7.4%

4.2%

4.7%

4.1%

14.9%

15.2%

5.3%

5.4%

16.6%

15.9%

9.2%

7.1%

3.8%

22.4%

1.7%

5.5%

30.9%

29.0%

6.9%

5.4%

5.8%

3.7%

13.8%

11.3%

5.1%

6.4%

15.1%

16.9%

9.3%

7.2%

5.0%

23.3%

2.5%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40%

野木町で行われている講座の情報や、野木町の中にある施設などを充実してほしい

野木町に限らず、近隣の市町などの情報を提供してほしい

大学等の高等教育機関で学ぶための情報を提供してほしい

適当な指導者やリーダーを紹介してほしい

施設の閉館時間を、もう少し遅くしてほしい

講座やイベントを開催する時間を、もう少し遅くしてほしい

歩いて行ける程度の距離に、適当な施設がほしい

利用してみたいという気がおきるような立派な施設をつくってほしい

託児などのサービスを充実させてほしい

指導者や職員などが出向いてきて、近所で学習できるような機会をつくってほしい

経済的負担が少なくなるようにしてほしい

気軽に仲間づくりできるような環境がほしい

講座で学んだことをその場限りで終わらせず、継続して学んでいける配慮がほしい

学んだ成果を何らかの形で生かせるような機会や場をつくってほしい

学習のやり方などについて助言をもらったり相談できるような場がほしい

特に希望することはない

その他

無回答

令和7年(n＝888)

令和2年(n＝1,148)

【課 題】 

町が学習やスポーツ、ボランティア活動などを勧めていくための支援策については、「野木町で

行われている講座の情報や、野木町の中にある施設などを充実してほしい」が最も多く、次いで「野

木町に限らず、近隣の市町などの情報を提供してほしい」が多くなっています。生涯学習の情報や、

施設の充実はもとより、町民が必要な時に必要な情報を入手できる仕組みづくりが必要です。 
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第３節 前計画の評価 

令和３年３月に策定した「第４期野木町生涯学習まちづくり推進計画」に記載されている 109 事業

についての評価は以下のとおりとなります。 

これを見ると、７割以上の事業（78 事業）が順調に実施され、概ね順調に実施されている事業（23

事業）を合わせると９割を超えています。一方で、あまり順調ではない事業が２事業（1.8％）あり、

「ゴミ処理施設見学会」、「指導者養成講座参加補助」となっています。 

「未実施」の事業は、「ひまわり栽培推進事業」、「栃木ＳＣ地域支援事業」の２事業（1.8％）となっ

ています。 

「事業廃止」の事業は、「ガーデニング講座」、「町民の集い」、「子どもチャレンジ工作教室」、「水辺

の楽校」の４事業（3.7％）となっています。 

 

 順調 
概ね 

順調 

あまり

順調で

はない 

未実施 事業廃止 計 

基本目標１ 

生涯学習の機会の充実 
47 12 0 2 2 63 

１ 一人ひとりの生涯にわたる 

主体的な学習への支援 
26 9 0 2 1 38 

２ 社会の変化に対応した生涯学習の推進 8 3 0 0 1 12 

３ 読書のまちの推進 13 0 0 0 0 13 

基本目標２ 

地域における生涯学習活動の支援 
31 11 2 0 2 46 

１ 地域の教育活動の推進 11 5 2 0 1 19 

２ 家庭の教育力の向上 4 2 0 0 0 6 

３ 青少年教育活動の推進 2 3 0 0 1 6 

４ 学校・家庭・地域の連携 10 0 0 0 0 10 

５ 地域活動や団体への支援及び連携の促進 4 1 0 0 0 5 

合計 

（構成比） 

78 

(71.6％) 

23 

(21.1％) 

2 

(1.8％) 

2 

(1.8％) 

4 

(3.7％) 

109 

(100％) 
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第４節 生涯学習を取り巻く現状と課題 

（１）少子高齢化の進行 

日本は、世界でも有数の長寿国となっており、人生 100 年時代とも呼ばれる社会においては、全ての

人が生涯を通じて自らの人生を設計し、学び続け、学んだことを生かして活躍できることが期待されま

す。 

本町においても、心豊かで充実した人生を送るために、生涯にわたり学習できる環境を整え、そこで

得られた成果を地域づくりにつなげる生涯学習社会の実現が求められています。学びへの関心を高め、

学習活動の実践へとつながるよう、生涯学習講座や団体活動に関する情報発信を行い学習のきっかけ

づくりを行うとともに、だれもが興味・関心に応じて個性や能力を伸ばせるように学習機会の充実を図

る必要があります。 

 

（２）学習ニーズの多様化への対応 

本町では、地域における生涯学習活動の支援を行っており、多くの町民が生涯学習活動等に参加して

いますが、一部において、参加者の高齢化による年齢層の偏りが懸念されています。社会環境や人々の

価値観が変化し、学び方の変化や学びに対するニーズが多様化する中で、様々なニーズに応えるため、

教育関連施設との事業調整を図りながら、町民参加による協働・参画を進め、様々な分野において学習

活動が活発に行うことのできる推進体制の充実を図る必要があります。 

 

（３）地域の担い手不足 

近年、核家族化の進行など社会状況の変化により、家庭における教育力の低下が指摘されており、地

域の将来を支える人材の育成に影響が及びつつあります。本来、基礎的な資質・能力や人格の形成に重

要な役割を果たす家庭に加え、子どもたちのコミュニケーション能力の低下や、社会参画の不足など、

子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しています。 

地域の担い手を育成していくためには、子どもが基本的な生活習慣を身に付け、地域社会の一員とし

て成長できるよう、家庭の教育力を高めるとともに、学校・家庭・地域社会が連携し、地域全体で未来

を担う子どもたちを支援する体制の充実を図る必要があります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 計画の基本的な考え方 

  

第３章 計画の基本的な考え方 
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【人間性の尊重】すべての町民が平等で、人間性を尊重したまちづくり

【自然との共生】自然と暮らしが調和した、憩いとやすらぎのあるまちづくり

【多様な主体による協働】多様な主体が、ともに支えあい、助けあい、協力しあうまちづくり

【地域力の育成】地域の特性を活かし、地域力を高めるまちづくり

【自主自律の精神】自らがまちづくりの担い手となって行動する、自主自律のまちづくり

第１節 基本理念 

生涯学習は、生活の向上、職業上の能力の向上や自己の充実を目指し、一人一人が自発的意思に基づ

いて行うことを基本とするもので、必要に応じ、可能な限り自己に適した手段や方法を自ら選びなが

ら、生涯を通じて行う学習です。本町においては、学校教育・社会教育のほか、地域活動団体、ボラン

ティア団体や社会教育関係団体、市民活動団体、企業や事業者が組織的に行う学習活動、家庭教育や個

人の学習による学習活動も含め、町民一人ひとりが生涯にわたって自主的・自発的に行うことを基本と

しています。 

また、教育基本法第３条においては、生涯学習の理念として「国民一人一人が、自己の人格を磨き、

豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学

習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない」と規

定されており、生涯学習社会の実現を目指すためには、人々が自ら学習しようとする意欲を高め、自ら

学んでいくことができる力を育成していくことや、社会の様々な教育的機能を相互の関連性を考慮し

つつ総合的に整備し、学習の機会や学習の成果を生かす場の更なる充実を図る必要があります。 

本計画では、町民の多様なニーズに応える学習メニューを整備して学びの認識を深めるための機会

をつくるとともに、学びの意識を刺激することにより、町民の積極的な生涯学習への参加を促進しま

す。また、町民が生涯学習によって得られた学習成果について、町内で発表や活用ができる機会を設け

ることで意識の高揚を図ります。さらに、生涯学習活動の実りを市民活動の活発化や「地域力」の向上

に努めます。町の総合計画では、町の将来像「水と緑と人の和でうるおいのあるまち」を実現するため

に、“多様な主体がともに協力しあえるまち”を推進し、「町民ひとり いちスポーツ いち文化 いち

ボランティア」のキャッチフレーズのもと、以下のようなまちづくりの理念を掲げており、生涯学習ま

ちづくり推進計画においても、総合計画の理念を継承し、この計画の基本理念とします。 

 

■野木町生涯学習まちづくり推進計画 基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

町民ひとり いちスポーツ いち文化 いちボランティア
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第２節 基本目標 

町の総合計画の施策を計画の中で実現するため、次の３つを本計画の基本目標とし、具体的な施策を

推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 生涯学習の機会を充実させる 

生涯学習とは、一人ひとりが主体的に学び、多様な価値観を理解し合いながら、ともに生きる「共

生社会」の実現を目指し、子どもから高齢者まで、人生を通じて多様な学びを続けることを意味しま

す。「一人ひとりの生涯にわたる主体的な学習への支援」や「社会の変化に対応した多様な生涯学習

の推進」、「読書のまちの推進」、「生涯スポーツの推進」を主要施策とし、個人の人生を豊かにし、社

会全体の活力を高める取組を推進します。 

 

基本目標２ 生涯学習を高めるつながりをつくる 

生涯学習は、学校教育のように決められた時間や場で行うものだけでなく、日常の中での気づきや

地域活動、趣味や仕事など、様々な場面で行われます。「文化・スポーツ活動を通した交流の推進」

や「地域活動や団体への支援及び連携の促進」、「学校・家庭・地域の連携・協働」を主要施策とし、

つながりを大切にし、学び合う社会づくりを推進します。 

 

基本目標３ 地域における生涯学習活動を支援する 

地域で行われる生涯学習活動は、地域住民が主体となって、学びを通して交流・成長・社会貢献を

行う活動です。「地域の教育活動の推進」や「家庭教育支援の推進」、「青少年教育活動の推進」を主

要施策とし、行政、地域住民、教育機関などが連携しながら、持続可能で魅力的な学びの場づくりを

推進します。 

 

 

 

  

基本目標１ 生涯学習の機会を充実させる 

基本目標２ 生涯学習を高めるつながりをつくる 

基本目標３ 地域における生涯学習活動を支援する 



 

31 

 

第３節 計画の体系 

本計画の体系図は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１
生涯学習の機会を充実させる

基本目標２
生涯学習を高めるつながりをつくる

基本目標３
地域における生涯学習活動を支援する

１ 一人ひとりの生涯にわたる主体的な学習への支援

２ 社会の変化に対応した多様な生涯学習の推進

３ 読書のまちの推進

４ 生涯スポーツの推進
主要施策

１ 文化・スポーツ活動を通した交流の推進

２ 地域活動や団体への支援及び連携の促進

３ 学校・家庭・地域の連携・協働
主要施策

１ 地域の教育活動の推進

２ 家庭教育支援の推進

３ 青少年教育活動の推進
主要施策



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 施策の展開 

  

第４章 施策の展開 
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基本目標１ 生涯学習の機会を充実させる 

生涯学習の機会を充実させるため、あらゆる世代の生活課題に対応した各種講座や教室など、日常生

活に密着した多様な学習の場を提供します。 

さらに、町民一人ひとりが生涯にわたり主体的に学び続ける意欲を高められるよう、各種団体や企業

等と連携し、生涯学習活動の推進に努めます。 

 

１ 一人ひとりの生涯にわたる主体的な学習への支援 

人が生涯を通じて生活していく中では、各ライフステージにおいて様々な課題に直面します。 

こうした課題を乗り越えるため、個人が自ら目標を持ち、主体的に学習活動を実践していくことが

重要です。主体的な学びの積み重ねは、課題解決につながるとともに、次の目標へ向かう新たな意欲

を生み出します。 

そのため、一人ひとりが自らの目標に基づいて学びを深められるよう、広報紙・ホームページ・Ｓ

ＮＳ・生涯学習ガイドブック等を活用した情報提供の充実を図るとともに、実生活に即した多様な学

習機会の拡充を推進します。 

また、学びの形が多様化していくことを踏まえ、従来の生き方に対応する学習に加え、多様な生き

方や価値観に寄り添った柔軟な学びの機会を提供していきます。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

広報・ホームページ 
広報や町ホームページ等を活用し、学びの機会

の情報の提供。 
生涯学習課 

生涯学習ガイドブック 年度の生涯学習事業をまとめ情報提供を行う。 生涯学習課 

生涯学習人材バンク 
グループ、指導者登録を行い、問い合わせがあ

った場合、紹介する。 
生涯学習課 

とちぎレインボーネット 
栃木県の生涯学習情報を検索することができ

る。 
生涯学習課 

町文化会館周知事業 
自主事業案内・貸館案内及びコンサート情報等

の充実を図る。 
生涯学習課 

町民大学 
町民のニーズに沿った講座を開催し、学ぶ機会

を提供。 
生涯学習課 

文学講座等 文学作品やその作家について学ぶ。 生涯学習課 

歴史・暮らし講座 野木町の歴史等を楽しく学ぶ講座。（協働講座） 生涯学習課 

郷土館講座 
郷土館を利用しながら、野木町の歴史にふれる

講座。（協働講座） 
生涯学習課 

町文化会館主催事業 
観る、参加する、聴くを基本コンセプトとした

事業を展開。 
生涯学習課 

野木町煉瓦窯公開 
特別公開期間以外の交流センターの開館日に、

有料で煉瓦窯を公開し、説明を行う。 
生涯学習課 

手作り体験講座 
交流センターの附属施設でピザ焼きや、レンガ

作り、ヨシを使った工作等を体験。 
生涯学習課 
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事業名 事業内容 担当課等 

歴史・文化講座 
野木町の歴史や煉瓦製造の歴史を、原始古代から

近現代まで学ぶ講座。 
生涯学習課 

公民館分館活動 

各学区内の町民の教養の向上、健康の増進等を目

的とした町民自身の活動を通し、ふれあいや交流

を行う。 

生涯学習課 

パソコン初心者講座 
パソコン初心者のために基礎を教える。（協働講

座） 
生涯学習課 

文化協会サークルによる 

初心者講座 
文化協会所属サークルによる初心者向けの講座。 生涯学習課 

小山地区定住自立圏 

小山市を中心市とし、野木町、下野市、茨城県結

城市で経済発展や定住環境を整備し、構成市町が

有する地域資源を最大限に活用して一体的に定

住促進と地域活性化を図る。 

政策課 

人権講演会 
人権問題についての正しい理解と認識を深めて

もらうための講演会を開催する。 
生活環境課 

ひまわり栽培推進事業 
ボランティアがひまわりフェスティバル会場等

のひまわりを育てる。 
産業振興課 

みそづくり講習会 
町内で生産された大豆・米を利用して、安心安全

なみそをつくる。 
産業振興課 

収穫体験事業（アグリツアー） 
農作物の収穫体験を通して、「食」について見直す

機会を設ける。 
産業振興課 

ソースづくり講習会 

身近な食材を目指し、講習会を通して参加者の交

流を図るとともに、農産物加工施設の利用を促

す。 

産業振興課 

からだスッキリ教室 町民の健康増進・体力向上を図るために開催。 健康福祉課 

健康教室 老人会での健康教室を行う。 健康福祉課 

骨粗しょう症予防教室 骨粗しょう症予防のために開催。 健康福祉課 

健康タウンのぎ 

町民の健康に関する意識の高揚と啓発を図り、健

康保持増進に対する生活習慣の確立を促すことを

目的とする。 

健康福祉課 

点字朗読講習会 広報等を点訳したり、朗読するための講習会。 社会福祉協議会 

手話講座 手話の講座。 社会福祉協議会 

傾聴ボランティア養成講座 

傾聴という技術を学び、高齢者や障がい者などの

理解を深め、地域福祉活動に向けたボランティア

を養成。 

社会福祉協議会 

生きがい講座 

高齢者の文化・教養の向上と相互の交流を深め、

趣味を高めて、楽しく生きがいのある暮らしを目

指す。 

社会福祉協議会 

社会福祉協議会ホームページ 
社会福祉協議会事業、ボランティア情報等を掲

載。 
社会福祉協議会 

※主な事業については、他の目標に対して、複数回掲載されるものがあります。 
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２ 社会の変化に対応した多様な生涯学習の推進 

少子高齢化に伴う人口減少や、科学技術の進展・情報化の急速な進行など、社会環境が大きく変化

する中で、これらの変化や課題に対応した多様な学習の推進が求められています。教育基本法第 12

条では、社会における教育は、個人の要望だけでなく、社会の要請に応じた課題に対応する学習を行

政が奨励することとされており、変化の激しい社会の中で、誰もが充実した生活を送るためには、学

習者同士の共有体験を通して、社会的課題を自らの身近な問題として捉え、課題解決につなげていく

ことが重要です。 

このため、本町では、現代的な社会課題をテーマとした多様な生涯学習の機会を提供するととも

に、地域環境の保全や男女共同参画社会の形成など、様々な分野において関係機関と連携しながら学

習機会を拡充し、住民の関心を高める環境づくりを進めます。また、町が関わるあらゆる事業に生涯

学習の視点を取り入れ、学びを通じた地域課題の解決と、より豊かで多様性のある地域社会の形成を

目指します。 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

国際交流事業 

野木町国際交流協会主催の事業。在来外国人のため

の日本語教室や日本の伝統文化を体験する事業及び

外国語教室などを実施。 

生涯学習課 

公民館分館活動 
各学区内の町民の教養の向上、健康の増進等を目的 

とした町民自身の活動を通し、ふれあいや交流を行う。 
生涯学習課 

若者の出会い応援事業 
25 歳～45 歳の独身男女の出会いを応援する。少子

化対策の一環として実施する。 
生涯学習課 

ＩＣＴ等学習講座 情報化社会に対応するための学習機会の提供。 生涯学習課 

英会話ラウンジ 国際化や国際意識の向上のための講座 生涯学習課 

動画で学ぶ英会話 
毎年国を決めて、英語でその国について学ぶ講座。 

（協働講座） 
生涯学習課 

人権関係講座 様々な人権について学ぶ講座。 生涯学習課 

社会教育施設等の整備・充実 
公民館、図書館、スポーツ施設、郷土館、文化会館

の整備・充実を図る。 
生涯学習課 

消防・防災教室 
消防・防災に関する講座等を行い、安全・安心に関

する学びを推進する。 
総務課 

男女共同参画セミナー 

・講演会 

男女平等や人権尊重の意識を広め、男女共同参画への

意識改革を図るための映画会・講演会等を開催する。 
生活環境課 

ＤＶ等防止セミナー・講演会 

ＤＶ（ドメスティック・ヴァイオレンス）の事実や

問題について、広く町民の理解と認識を深めるとと

もに、ＤＶ等防止について啓発するためのセミナー

や講演会を開催する。 

生活環境課 

地球環境等に係る啓発事業 
イベント、講座等の実施を通じ、地球環境問題・Ｓ

ＤＧｓ等に関する啓発を行う。 
生活環境課 

下水道施設公開デー 下水道についての紹介や相談コーナーを設ける。 上下水道課 

浄水場公開 浄水場施設の見学。 上下水道課 

認知症サポーター養成講座 
認知症を正しく理解し、認知症の方や家族を暖かく

見守るサポーターを養成。 
健康福祉課 
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３ 読書のまちの推進 

本町は、平成 26 年に「キラリと光る読書のまち野木宣言」を行い、読書活動の推進に関する施策

を総合的かつ計画的に実施してきました。 

今後は、町民の多様な読書ニーズに対応するため、図書館機能のさらなる充実を図るとともに、

「野木町読書活動推進計画」に基づき、読書を通じた学びと交流の輪を広げるための各種施策を展開

していきます。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

野木町読書活動推進計画の推進 
野木町読書活動推進計画に基づき、各施策を推進

する。 
生涯学習課 

図書館ホームページの充実 
イベント情報提供や蔵書検索・貸出予約の受付を

行う。 
生涯学習課 

図書館資料の充実 

町民の書斎として幅広い分野の図書を収集する

他、町民のニーズや世相に沿った図書の充実を図

る。 

生涯学習課 

ブックスタート 
町で生まれたすべての赤ちゃんに絵本を通じた

親子のふれあいの時間を楽しんでもらう。 
生涯学習課 

ブックプラス One! 
小学生１年生に本をプレゼントし、本との出合い

や豊な心を育む機会を提供する。 
生涯学習課 

移動図書館 
学校・幼保へのひまわり号での本の貸出事業の充

実を図る。 
生涯学習課 

図書館まつり 
おはなし会やゲーム等で楽しみながら、図書館や

読書に親しむきっかけをつくる。 
生涯学習課 

キラリと光る 

読書のまち野木コンクール 

おはなしの絵・ゆめの絵、読書感想画、読書感想

文、俳句等のコンクールを実施。 
生涯学習課 

おはなし会 
読み聞かせ、紙芝居などを定期的に開催し、子ど

もたちに本の楽しさを伝える。 
生涯学習課 

おはなしイベント 
子どもたちに「ものがたり」と出会う機会を提供

し、楽しさや感動を味わってもらう。 
生涯学習課 

ドキドキ図書館ツアー 
幼保園児へ図書館施設見学ツアーを行い図書館

の良いところを見つけてもらう。 
生涯学習課 

読み聞かせボランティア等 

との連携・協力 

読み聞かせ、布絵本作成、ブックスタート等を行

うボランティアを育成するための講座等を行う。 
生涯学習課 

ＳＤＧｓ関連資料の充実 
ＳＤＧｓに関連する資料の充実を図るとともに

啓発活動に努める。 
生涯学習課 
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４ 生涯スポーツの推進 

本町では、すべての町民が心身ともに健康で充実した生活を送ることができるよう、年齢や体力、

生活環境に応じて、誰もが気軽に取り組める多様なスポーツ活動を推進します。スポーツを通じて健

康の維持・増進を図るとともに、地域における交流や世代間のつながりを深め、活力ある地域づくり

につなげていきます。 

今後は、地域スポーツクラブや関係団体との連携を強化し、スポーツイベントや教室の充実を図る

ほか、施設の整備や利便性の向上にも努め、また、日常生活の中で運動を楽しむ「する・みる・ささ

えるスポーツ」の環境づくりを進め、町民一人ひとりが生涯を通じて主体的にスポーツに親しむこと

ができる地域社会を目指します。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

いきいき健康教室 
気軽に参加し、健康増進や生きがいの交流の場として、

体力の維持・向上を目的とする。 
生涯学習課 

のぎスポレクフェスタ 
体力の向上、健康増進を図るだけでなく、地域世代間を

越えての交流の機会。 
生涯学習課 

駅伝大会 

子どもから高齢者まで参加のイベントであり、スポーツ 

を通して町の活性化を図る。スポーツ協会等の協力によ

り実施。 

生涯学習課 

健康マラソン 
スポーツ協会陸上競技部主管による健康増進を目的とし

たマラソン大会。 
生涯学習課 

元気の出る 

スポーツクラブのぎ 

地域の人々が誰でも加入でき、定期的スポーツの場の提 

供や各種教室を行っているクラブで、様々な事業を展開。 
生涯学習課 

スポーツ指導者研修 
スポーツ推進委員会や元気の出るスポーツクラブのぎに

よる研修を実施。 
生涯学習課 

ファミリースポーツ教室 
親子が一緒にスポーツをすることによる相互理解やスポ

ーツの普及を図るため開催。 
生涯学習課 

小学生と高校生・大学生 

交流体験教室 
スポーツ体験を通して、世代間の交流を目的とする。 生涯学習課 

のぎのん体操の推進 

町スポーツ推進員が推進している「のぎのん体操」を各

種イベントや運動教室等で行い、地域で気軽に体操がで

きるよう指導者の育成を図る。 

生涯学習課 

小学生スポーツ交流会 

ウォーキングサッカーなどのスポーツを通して、小学生

同士の交流を図るために、先生方へのサポートを行って

いく。 

生涯学習課 

ザ・ウォーキング 
ウォーキングを通じて、参加者同士でコミュニケーショ

ンをとりながら、健康づくり・体力維持増進を図る。 
生涯学習課 

ニュースポーツ体験講座 
気軽に楽しめるニュースポーツを通して、スポーツの楽

しみを味わう。 
生涯学習課 

サイクルフェスタ 
小山市・栃木市と共催して、自転車で各地を巡り、自然

と景観を体験していく。 
生涯学習課 
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基本目標２ 生涯学習を高めるつながりをつくる 

町民一人ひとりが生涯を通じて主体的に学び、学んだ成果を地域で生かすためには、多様な学習機会

の充実と、地域全体で支え合う環境づくりが不可欠です。本町では、各世代の生活課題や関心に応じた

講座・教室などの多様な学習機会を提供するとともに、学校、家庭、地域団体、企業などと連携し、学

習成果や経験を共有できる活動に取り組みます。 

また、地域の大人が子どもや若者に対して知識や経験を伝える体験活動や、地域ぐるみで行う学習支

援活動を通じて、町民相互の交流や協力の輪を広げ、町全体で生涯学習を支え合う文化を育み、個人の

成長と地域の活性化につなげていきます。 

 

１ 文化・スポーツ活動を通した交流の推進 

地域に根ざした文化・スポーツ活動は、世代や立場を超えた住民同士の交流を生み、生涯にわたる

学びを支える重要な基盤となり、地域の文化資源やスポーツ資源を活用した取組は、町民一人ひとり

が新たな興味・関心を広げる契機となるとともに、地域コミュニティの活性化につながります。 

このため、本町では、文化団体、スポーツ団体、学校、地域サークル等との連携を深め、多様な主

体が共に学び合い、交流できる機会の充実を図ります。 

また、各世代の交流を促進するため、文化・スポーツ拠点施設における世代間交流プログラムの開

発や、障がいの有無や国籍を問わず参加できるインクルーシブな活動の推進に取り組み、町民が互い

に学び合い、支え合う地域社会の実現を目指します。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

町民大学 町民のニーズに沿った講座を開催し、学ぶ機会を提供。 生涯学習課 

文化協会サークルによる 

初心者講座 
文化協会所属サークルによる初心者向けの講座。 生涯学習課 

歴史・文化講座 
野木町の歴史や煉瓦製造の歴史を、原始古代から近現代

まで学ぶ講座。 
生涯学習課 

のぎスポレクフェスタ 
体力の向上、健康増進を図るだけでなく、地域世代間を

越えての交流の機会。 
生涯学習課 

ファミリースポーツ教室 
親子が一緒にスポーツをすることによる相互理解やスポ

ーツの普及を図るため開催。 
生涯学習課 

ニュースポーツ体験講座 
気軽に楽しめるニュースポーツを通して、スポーツの楽

しみを味わう。 
生涯学習課 

文学講座等 文学作品やその作家について学ぶ。 生涯学習課 

歴史・暮らし講座 野木町の歴史等を楽しく学ぶ講座。（協働講座） 生涯学習課 

郷土館講座 
郷土館を利用しながら、野木町の歴史にふれる講座。（協

働講座） 
生涯学習課 
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２ 地域活動や団体への支援及び連携の促進 

町民一人ひとりが学びや活動を通じて成長し、地域全体の活力を高めるためには、地域活動や各種

団体の役割を支え、連携を促進することが重要です。 

そのため、本町では、地域の教育・文化・スポーツ・子育てなど多様な活動を行う団体に対して、

情報提供や学習機会の支援、運営面での助言などを行い、活動の充実を図ります。 

また、学校・家庭・地域団体・企業など、多様な主体との連携を推進し、地域の課題解決や子ども

の育成、町民の学びや交流の場を広げ、町全体で支え合いながら活動が展開される環境を整え、地域

の一体感と持続可能な地域社会の構築を目指します。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

スポーツ指導者研修 
スポーツ推進委員会や元気の出るスポーツクラ

ブのぎによる研修を実施。 
生涯学習課 

文化協会サークルによる 

初心者講座 
文化協会所属サークルによる初心者向けの講座。 生涯学習課 

若者の出会い応援事業 
25 歳～45 歳の独身男女の出会いを応援する。少

子化対策の一環として実施する。 
生涯学習課 

生涯学習ボランティア連絡会 

公民館で活動するボランティア団体が公民館と

の連携等を共に学び、活動し合う場の創出を行

う。 

生涯学習課 

歴史・文化財 

案内ボランティア養成講座 

野木町や煉瓦窯を学び、町の歴史や文化財を案内

するボランティアを養成する講座。（協働講座） 
生涯学習課 

町文化祭 
文化協会所属団体他町民による日頃の成果の発

表の場。 
生涯学習課 

ボランティア支援事業 
ボランティア活動に関する研修を行うとともに、

情報提供や交流に関する事業を行う。 
生活環境課 

ふくしのつどい 
福祉イベントを通じて、地域福祉やボランティア

活動などの理解を得る。 
社会福祉協議会 
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３ 学校・家庭・地域の連携・協働 

少子高齢化や核家族化の進展に伴い、人々の価値観やライフスタイルが多様化する中で、地域コミ

ュニティの希薄化が指摘されています。そのような社会環境の中では、地域の大人と子どもとの異世

代交流などを通じて、子どもにとって豊かな体験機会を提供することが重要です。また、地域の人材

を発掘・育成し、大人が持つ知識や経験を子どもたちに伝える仕組みづくりも必要です。 

そこで、地域の知識・技能や経験を生かし、子どもたちの居場所を整え、これからの時代を生き抜

く力や地域への愛着・誇りを育むために、学校・家庭・地域が連携・協働し、地域全体で子どもたち

の学びと成長を支援していきます。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

ファミリースポーツ教室 
親子が一緒にスポーツをすることによる相互理

解やスポーツの普及を図るため開催。 
生涯学習課 

門松づくり教室 
子どもとその保護者を対象に、正月に向けた日本

の伝統である門松を作る教室。（協働講座） 
生涯学習課 

元気の出る 

スポーツクラブのぎ 

地域の人々が誰でも加入でき、定期的スポーツの

場の提供や各種教室を行っているクラブで、様々

な事業を展開。 

生涯学習課 

公民館分館活動 

各学区内の町民の教養の向上、健康の増進等を目

的とした町民自身の活動を通し、ふれあいや交流

を行う。 

生涯学習課 

七歳合同祝 
野木町と公民館分館との共催で、次年度７歳にな

る子どもをお祝いする。 
生涯学習課 

放課後子ども教室 
地域のボランティアと連携して、放課後の居場所

づくり。 
生涯学習課 

交通安全教室 
警察や交通安全団体と連携し、交通安全教室を開

催。 
総務課 

児童館事業 

遊び場の提供に加え、遊びの指導や各種行事等を

通して児童の健全を図る。また、親子を対象とし

た行事や子育てに関する相談等、子育て家庭の支

援を行う。 

こども教育課 

学校支援ボランティア 

地域人材を活用し地域の教育力を高め、地域ぐる

みで子育てに取り組めるよう、学校支援ボランテ

ィアを募集し、学校と情報共有することにより、

学校支援ボランティア活動の充実を図る。 

こども教育課 

中学校職場見学・職場体験 
企業等の職場見学、職場体験を通じて様々な職業

について学ぶ。 
こども教育課 

小学校体験活動 
社会科校外学習で、町内企業の職場見学をした

り、総合的な学習の時間に農業体験等を行う。 
こども教育課 
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基本目標３ 地域における生涯学習活動を支援する 

町民が自ら学んだ成果を生かせる生涯学習活動を促進するため、地域で行われる多様な教育活動を

支援するとともに、指導的役割を担う人材の育成に取り組みます。 

また、地域全体で子どもを育てる環境を整えるとともに、家庭の教育力向上を図るため、町の各施設

を拠点として、地域の大人が持つ知識や経験を子どもに伝える活動や、家庭教育に関する学習支援にも

積極的に取り組みます。 

 

１ 地域の教育活動の推進 

町民の互助・共助による地域づくりを進めるためには、町民一人ひとりが学習を通じて必要な知識

や技術を身につけるだけでなく、人と人とのつながりを生む多様な教育活動が地域で展開されるこ

とが重要です。 

そのため、地域の大人が子どもに対して多様な体験活動を提供するなど、地域ぐるみで子どもを育

てる環境づくりに取り組む必要があります。加えて、地域の教育活動を支える指導的人材を育成し、

町民が学んだ成果を地域の多様な教育活動に還元できるよう支援していきます。さらに、近隣市町村

や地域団体との連携を強化するなど、多様な主体との協働を推進し、より豊かで持続可能な地域教育

環境の構築を目指します。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

リーダー研修会 

町子ども会連合会が小学５年生を対象にキャン

プ等を行い、リーダーの心構えを身につけてもら

う。 

生涯学習課 

文化財の周知 
新たに指定された文化財等の周知を図るために

説明板設置を行う。 
生涯学習課 

公民館まつり 
公民館利用サークルの発表の場とともに、来場者

にサークル活動を体験する場を提供。 
生涯学習課 

シルバーツーリズム 
地域の中で高齢者が健康で健やかに暮らすため

の講座。（協働講座） 
生涯学習課 

野木町ふれあい夏祭り 
太鼓（おはやし）教室受講生による上演などを行

い、郷土芸能にふれてもらう。 
生涯学習課 

町文化祭 
文化協会所属団体他町民による日頃の成果の発

表の場。 
生涯学習課 

ワイワイクッキング 親子で料理を体験する。（協働講座） 生涯学習課 

太鼓（おはやし）教室 
おはやしを小中学生等に体験してもらい、伝統を

引き継いでもらう。 
生涯学習課 

町っ子フェスティバル 
町子ども会連合会が小学生を対象に楽しめるイ

ベントを開催。 
生涯学習課 

小学生と高校生・大学生 

交流体験教室 

スポーツ体験を通して、世代間の交流を目的とす

る。 
生涯学習課 

指導者養成講座参加補助 
県で行われる指導者養成講座の参加者に補助金

を出す。 
生涯学習課 
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事業名 事業内容 担当課等 

スポーツ審判講習会 スポーツ協会加盟団体などの協力を得て行う。 生涯学習課 

公民館分館活動 

各学区内の町民の教養の向上、健康の増進等を目

的とした町民自身の活動を通し、ふれあいや交流

を行う。 

生涯学習課 

のぎのん体操の推進 

町スポーツ推進員が推進している「のぎのん体

操」を各種イベントや運動教室等で行い、地域で

気軽に体操ができるよう指導者の育成を図る。 

生涯学習課 

関東どまんなかサミット 

野木町、栃木市、小山市、茨城県古河市、埼玉県

加須市、群馬県板倉町で連携し、施設利用料が同

一料金で利用できる。 

政策課 

産業祭 
町の産業を一堂に集めて、農工商の調和のとれた

発展に寄与。 
産業振興課 

ふれあいサロン 
ボランティア及び高齢者同士のコミュニケーシ

ョンづくりに寄与。 
健康福祉課 
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２ 家庭教育支援の推進 

家庭は、子どもの人格形成が始まる最初の場であり、社会のルールや善悪の理解、規則正しい生活

習慣や社会性の習得など、重要な役割を担っています。 

そのため、保護者を対象とした家庭教育に関する学習支援を行うとともに、子育て支援活動と連携

しながら、家庭教育の支援が必要です。 

また、地域の教育活動を推進する中で、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を認識し、互いに連携

を図ることで、将来を担う子どもを育成するとともに、地域全体で家庭を支える環境づくりに取り組

みます。さらに、家庭教育を個々の家庭の問題にとどめず、地域と連携しながら親子の成長を支援

し、すべての教育の出発点である家庭教育の充実を目指します。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

ワイワイクッキング 親子で料理を体験する。（協働講座） 生涯学習課 

家庭教育学級 

家庭における教育力を高めるため、親同士が情報

交換しながら子育てについて学びあうことので

きる場。 

生涯学習課 

指導者研修会 
子ども会育成会役員等を対象に、子ども会の役

割、現状と課題について研修を行う。 
生涯学習課 

男女共同参画映画会・講演会 

男女平等や人権尊重の意識を広め、男女共同参画

への意識改革を図るための映画会・講演会等を開

催する。 

生活環境課 

ＤＶ等防止セミナー・講演会 

ＤＶ（ドメスティック・ヴァイオレンス）の事実

や問題について、広く町民の理解と認識を深める

とともに、ＤＶ等防止について啓発するためのセ

ミナーや講演会を開催する。 

生活環境課 

介護予防教室 

認知症や自分自身の介護が必要にならないよう

に予防方法について学んだり、介護が必要になっ

たとき、安心して地域で生活する方法を学ぶ。 

健康福祉課 

栄養に関する教室 
離乳食勉強会、糖尿病予防教室、育児相談、食育

教室などを開催。 
健康福祉課 

プレママ・プレパパクラス 

(両親学級) 

妊娠中の生活・出産・産後・育児についての講座

と仲間作り。 
健康福祉課 

健康・育児相談 
身長・体重測定や発達、子育ての悩みや気になる

ことについての相談の場、ママ同士の交流。 
健康福祉課 
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３ 青少年教育活動の推進 

近年、青少年の屋外での自然体験は少ない傾向にあります。自然体験や生活体験が豊かな青少年ほ

ど、自己肯定感や道徳観・正義感が高まる傾向にあることから、青少年の健全な心身の発達には、多

様な体験活動が非常に重要です。 

そのため、青少年団体と連携・協力しながら、多様な青少年教育活動の推進に取り組む必要があり

ます。さらに、関係団体等との連携を強化し、青少年の健全な育成を地域全体で支援していきます。 

 

【 主な事業 】 

事業名 事業内容 担当課等 

青少年健全育成事業 

野木町青少年健全育成協議会主催事業。講習会を

行ったり、中学生に標語を募り、看板を作成し、

青少年の健全育成につなげる。 

生涯学習課 

人権カレンダー発行 
小中学生にカレンダーに掲載する人権を意識す

る絵、標語を書いてもらい、啓発につなげる。 
生涯学習課 

はたちを祝う会 
大人の仲間入りをすることの自覚を喚起するとと

もに、新たな門出を祝福する。 
生涯学習課 

ジュニアリーダース事業 
小学校６年生以上で組織し、地域社会への奉仕と

クラブ員相互の親睦、及び資質の向上をはかる。 
生涯学習課 

小学生スポーツ交流会 

ウォーキングサッカーなどのスポーツを通して、

小学生同士の交流を図るために、先生方へのサポ

ートを行っていく。 

生涯学習課 

リーダー研修会 

町子ども会連合会が小学５年生を対象にキャン

プ等を行い、リーダーの心構えを身につけてもら

う。 

生涯学習課 

町っ子フェスティバル 
町子ども会連合会が小学生を対象に楽しめるイ

ベントを開催。 
生涯学習課 

小学生と高校生・大学生 

交流体験教室 

スポーツ体験を通して、世代間の交流を目的とす

る。 
生涯学習課 

野木町ふれあい夏祭り 
太鼓（おはやし）教室受講生による上演などを行

い、郷土芸能にふれてもらう。 
生涯学習課 

太鼓（おはやし）教室 
おはやしを小中学生等に体験してもらい、伝統を

引き継いでもらう。 
生涯学習課 

自然観察講座 

主に小学生を対象とし、渡良瀬遊水地に生息する

鳥類や植物、近隣の水田生物等の観察学習を行う

機会を設ける。 

生涯学習課 

ボランティアサマースクール、

小学生チャレンジスクール 

ボランティアに関心のある高校生、小学生を対象

にバリアフリー体験や手話、点字、朗読などの福

祉講座を体験。 

社会福祉協議会 
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第１節 計画の推進体制について 

生涯学習に関する施策は、教育分野だけでなく、子育て支援、福祉、健康、産業などの各分野と深く

関連し、多岐に及ぶため、関係部局との連携体制で施策を総合的かつ計画的に推進します。 

施策の推進にあたっては、取組の成果向上を図るため、学校、家庭、市民団体、企業など関係者との

十分な連携・協働に努めます。 

また、変化の激しい社会情勢を受けて、対応すべき施策も刻々と変化していくと予想されるため、そ

のような変化にも柔軟に対応できるよう努めます。 

さらに、各主体に求める事項は以下のとおりとなります。 

 

【町民】 

自らの生活の充実・向上を目指し、心豊かな暮らしの実現のための生涯学習をより一層進めます。

さらに、持続可能な社会づくりを目指していくため、町民一人ひとりが地域づくりの主体となること

が期待されます。 

 

【各団体】 

各団体は、学習情報等の共有や町民のニーズに沿った学習機会を提供することが期待されます。ま

た、生涯学習を行った町民に活躍の場を提供することが期待され、企業においては、社会貢献活動の

より一層の充実が期待されます。 

 

【行政】 

関係機関との連携を強化し、学びのきっかけづくりの啓発や学びと活動の循環につながる学習機

会を提供する等、積極的に広報や情報発信を行います。 

また、学びを通じた「つながり」の中で、町民同士の絆が生まれ、主体的な地域活動につながるよ

う、当事者意識を高めます。 
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第２節 計画の検証 

この計画は、野木町の生涯学習まちづくりに関する基本的な方向性を定めたものです。各施策の推進

については、関係各課が連携し、全庁的に取り組む必要があります。 

また、本計画の効果の検証は、各課が行う事業の進捗状況を毎年度確認し、「生涯学習まちづくり推

進本部」において事業の評価を行います。 

さらに、事業評価の結果に基づき、個々の事業について毎年、必要な見直しと改善（ＰＤＣＡの展開）

を行います。 

 

■野木町生涯学習まちづくり推進計画ＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan Do Check Action

計画に基づき、目標を
達成するための各種
取組を町民等と協働
して設定します。

目標達成に向けて各主
体と協働し取組を実施
します。

各年評価に基づき、取
組内容を見直しながら
町民と協働し翌年度の
事業実施に反映させま
す。

施策の実施状況を検証
し、達成状況の確認、評
価を行います。

取組設定 取組実施 評価 改善
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１ 野木町生涯学習まちづくり推進協議会設置要綱 

平成 14 年１月 18 日告示第４号 

改正 

平成 17 年１月 18 日告示第５号 

（設置） 

第１条 この要綱は、「生涯学習まちづくり」に町民の意見や要望を反映させ、野木町の生涯学習を推進

するため、野木町生涯学習まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）の設置運営について必要

な事項を定めるものとする。 

（任務） 

第２条 協議会は、町長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について調査審議し、町長に答申するとと

もに、生涯学習施策の評価を行う。 

(１) 生涯学習関連施策の推進に関すること。 

(２) 生涯学習の奨励普及に関すること。 

(３) その他生涯学習に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会は、委員 20 人以内をもって組織する。 

２ 委員は、公民館分館の代表、生涯学習団体の代表及び生涯学習活動を実践している個人のうちから

町長が委嘱する。 

（会長及び副会長） 

第４条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを決めるものとする。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代理する。 

（委員） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 欠員を生じた場合の補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（アドバイザー） 

第６条 協議会は、必要に応じてアドバイザーを設けることができる。 

（会議） 

第７条 協議会は、会長が招集し、議長となる。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、生涯学習課において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って決め

るものとする。 

附 則 

この要綱は、平成 14 年４月１日から施行する。 

前 文（抄）（平成 17 年１月 18 日告示第５号） 

平成 17 年４月１日から適用する。 

  



 

54 

 

２ 野木町生涯学習まちづくり推進協議会委員名簿 

（任期：令和７年７月 29日～令和８年３月 31 日） 

（敬称略） 

  

 役  職 名  前 備 考 

１ 友沼学区分館長（地域代表） 横倉  一夫  

２ 野木学区分館長（地域代表） 山中  利夫  

３ 佐川野学区分館長（地域代表） 萩原  紀雄  

４ 南赤塚学区分館長（地域代表） 舟橋  順一  

５ 新橋学区分館長（地域代表） 小川  信子  

６ 社会教育委員長（社会教育） 針谷  良七 会長 

７ 町校長会長（教育） 中島  亮一  

８ ＰＴＡ連合会長（学校関係） 片野  裕佳  

９ 町子連代表（小学校保護者会） 平 澤  祥  

10 女性団体連絡協議会長（女性） 小関  良枝  

11 文化協会代表（文化） 多田  美一  

12 高年者団体代表（高年者） 山中  詔八  

13 生涯学習ボランティア連絡会(ボランティア) 小川 登喜子 副会長 

14 スポーツ推進委員会代表（スポーツ） 松原  正代  

15 スポーツ推進審議会代表（スポーツ） 野嶋  雅子  

16 人権擁護委員代表（人権） 佐藤  厚子  

17 文化財保護審議会長（文化財） 尾島  忠信  

18 青少年団体代表（青年） 舘野  哲治  

19 公募委員 青 木  心 春  
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３ 野木町生涯学習まちづくり推進本部設置規則 

平成 14 年１月 18 日規則第１号 

改正 

平成 15 年 10 月 17 日規則第 20号 

平成 17 年１月 24 日規則第２号 

平成 20 年４月 28 日規則第 29 号 

平成 22 年５月 19 日規則第 27 号 

平成 24 年３月 23 日規則第５号 

平成 26 年３月 19 日規則第 18 号 

平成 28 年２月 25 日規則第４号 

（設置） 

第１条 野木町生涯学習の総合的かつ効率的な推進を図るため、野木町生涯学習まちづくり推進本部（以

下「推進本部」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進本部の所掌事項は、次に掲げる事項とする。 

(１) 生涯学習の施策に係る基本方針の策定に関すること。 

(２) 生涯学習に係る総合調整に関すること。 

(３) 生涯学習に係る諸施策の協議及び推進に関すること。 

(４) その他生涯学習に関すること。 

（組織） 

第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び委員をもって組織する。 

２ 本部長は、町長をもって充て、副本部長は、副町長及び教育長をもって充てる。 

３ 委員は、別表に掲げる者をもって充てる。 

（会議） 

第４条 本部長は、必要に応じて推進本部を招集し、総括する。 

２ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長事故あるときは、その職務を副町長が代理する。 

（幹事会） 

第５条 推進本部に野木町生涯学習まちづくり幹事会（以下「幹事会」という。）を置く。 

２ 幹事会は、推進本部の所掌する事項について協議及び連絡調整を行うとともに、推進本部の決定し

た施策に係る必要な事項を処理する。 

３ 幹事会の運営については、別に定めるものとする。 

（事務局） 

第６条 推進本部の事務局を生涯学習課に置く。 

２ 事務局は、推進本部に付議する事案の調整、整理及び提出に関する事務を行うものとする。 

 

（補則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、推進本部の運営に関し必要な事項は本部長が別に定めるものと

する。 
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附 則 

この規則は、平成 14 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 15 年 10 月 17 日規則第 20号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 17 年１月 24 日規則第２号） 

この規則は、平成 17 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 20 年４月 28 日規則第 29号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 22 年５月 19 日規則第 27号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 24 年３月 23 日規則第５号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 26 年３月 19 日規則第 18号） 

この規則は、平成 26 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 28 年２月 25 日規則第４号） 

この規則は、平成 28 年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

総合政策部長 

町民生活部長 

産業建設部長 

教育次長 

会計管理者 

総務課長 

政策課長 

税務課長 

住民課長 

健康福祉課長 

生活環境課長 

産業振興課長 

都市整備課長 

上下水道課長 

議会事務局長 

こども教育課長 

生涯学習課長 
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４ 計画策定の経緯 

 

日 程 内 容 

令和７年７月２日 第１回野木町生涯学習まちづくり推進本部会議 

令和７年７月 29 日 第１回野木町生涯学習まちづくり推進協議会（諮問） 

令和７年８月 20 日～ 

９月５日 

住民アンケートの実施 

町内在住の 16歳以上の方から無作為抽出 2,400 件発送 

令和７年 12 月 11 日 第２回野木町生涯学習まちづくり推進本部会議 

令和７年 12 月 19 日 第２回野木町生涯学習まちづくり推進協議会 

令和８年１月 16 日～ 

    ２月 17 日 パブリックコメントの実施 

令和８年２月 24 日 第５期野木町生涯学習まちづくり推進計画答申 
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５ 野木町讃歌、町民憲章 
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町の鳥 ふくろう 

（平成 24年 11 月１日制定） 

町の木 えんじゅ 

（昭和 52年７月 21日制定） 

町の花 ひまわり 

（昭和 52年７月 21日制定） 

○野木町民憲章 

 わたくしたちは、野木町民であることに誇りと責任をもち、明るく住みよい豊かな郷土をつ

くるため、ここに町民憲章を定めます。 

 

１ 自然を愛し、清潔で健康なまちをつくりましょう。 

１ 伝統を尊び、教養を高め文化の薫るまちをつくりましょう。 

１ 心ふれあう、安らぎのある住みよいまちをつくりましょう。 

１ 仕事にはげみ、活気ある豊かなまちをつくりましょう。 

１ きまりを守り、平和な明るいまちをつくりましょう。 

町 章 

（昭和 48年２月１日制定） 
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